
　がんの治療で使われる薬には、抗がん薬、内分泌療法
薬（ホルモン療法）、分子標的薬、免疫チェックポイン
ト阻害薬などがあり、総称してがん薬物療法と言われて
います。いずれの薬もがんに対する効果と何らかの副作
用が起こります。副作用は個人差が大きく、患者さんに
よって起こる副作用は異なりますが、起こる可能性の高
い副作用や重大な副作用、起こりやすい時期などは、薬
ごとにある程度わかってきています。薬の副作用をあら
かじめ予防したり、副作用やがんによる症状をやわら
げる治療を「支持療法」といい、使用するお薬の開発も
進んできています。がん薬物療法中に体調変化があっ

た時、「薬の副作用だから我慢しなきゃ」と考えることも
あると思いますが、副作用の種類によっては重症化す
ることもあります。特に免疫チェックポイント阻害薬
の副作用は、予期せぬ時期に起きたり、軽い症状であ
っても重篤化してしまうことがあります。「副作用なの
かな」「こんなことで相談してもいいのかな」と迷うこと
があれば、我慢せず薬剤師にお声掛けください。副作
用かどうかを判断し、必要な対処法を一緒に考えてい
きましょう。
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